
古
今
和
歌
集

仮
名
序

授
業
プ
リ
ン
ト

「
古
」
は
万
葉
集
を
指
す

①
（

和
歌

）

や
ま
と
う
た
は
、
人
の
心
を
②
（

種

）
と
し
て
、

よ
ろ
づ
の
③
（

言
の
葉

）
と
ぞ
な
れ
り
け
る
。
係
り
結
び
の
法
則

世
の
中
に
あ
る
人
、
こ
と
わ
ざ
繁
き
も
の
な
れ
ば
、

心
に
思
ふ
こ
と
を
、

見
る
も
の
、
聞
く
も
の
に
つ
け
て
、
言
ひ
出
せ
る
な
り
。

花
に
鳴
く
鶯
、
水
に
す
む
蛙
の
声
を
聞
け
ば
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、

い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
④
（

け
る

）
。

力
を
も
入
れ
ず
し
て
、
天
地
を
動
か
し
、

目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
、
⑤
（

あ
は
れ

）
と
思
は
せ
、

対
句

男
女
の
な
か
を
も
和
ら
げ
、

猛
き
武
士
の
心
を
も
、
慰
む
る
は
⑥
（

歌

）
な
り
。

○
成
立
・
・
・
⑦
（

平

安
）
時
代
初
期

和
歌
の
数
え
方

○
歌
の
数
・
・
約
⑧
（

千

百

）
首

○
特
徴
・
・
・
天
皇
の
命
令
（
勅
命
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
最
初
の

⑨
（

勅
撰
和
歌
集
）
。
国
家
事
業

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
⑩
（

恋
）
に
分
類

古
今
和
歌
集
の
撰
者

・
紀

貫
之
…
⑪
「

土
佐
日
記
」
わ
が
国
で
初
め
て
の
男
性
に
よ
る
か

き

の

つ
ら
ゆ
き

な
文
の
日
記
。

や
ま
と
う
た
（
和
歌
）
を
人
の
心
が
自
然
と
生
み
出
す
も
の
と
語
り
、
そ
の
力
は
天
地

の
神
か
ら
様
々
な
人
の
心
を
動
か
す
と
し
た
考
え
に
つ
い
て
意
見
を
書
き
な
さ
い
。



君
待
つ
と

表
現
確
認
プ
リ
ン
ト

枕
詞
主
に
五
音
か
ら
な
り
、
あ
る
語
句
を
導
き
出
す
た
め
に
、
あ
る
特
定
の
言
葉

ま

く

ら

こ

と

ばの
上
に
置
く
修
辞
的
な
言
葉
。

例

か
ら
こ
ろ
も

着
る
、
裾

白
栲
の

衣

天
の
原

ふ
り
さ
け
み
る

し
ろ
た
へ

↓

↓

↓

序
詞
七
音
以
上
か
ら
な
り
、
あ
る
語
句
を
導
き
出
す
た
め
に
、
前
置
き
と
し
て
用

じ

ょ

こ

と

ばい
ら
れ
る
修
辞
的
な
言
葉
。

例

多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り

さ
ら
さ
ら
に

↓

新
し
き
年
の
始
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の

い
や
重
け
吉
事

し

よ

ご

と

↓

対
句
意
味
の
対
照
的
な
同
形
式
の
語
句
を
前
後
に
対
置
し
て
、
リ
ズ
ム
感
を
出
す
。

つ

い

く

例

「
渡
る
日
の

影
も
隠
ら
ひ
」
と
「
照
る
月
の

光
も
見
え
ず
」
な
ど

歌
枕
和
歌
に
読
み
込
ま
れ
た
有
名
な
地
名
。
特
定
の
心
情
と
結
び
付
く
。

う

た

ま

く

ら

例

飛
鳥
川

世
の
無
常
。

↓

体
言
止
め
一
首
の
末
尾
を
体
言
（
名
詞
）
で
終
わ
ら
せ
る
も
の
。

例

「
・
・
天
の
香
具
山
」
「
・
・
い
や
重
け
吉
事
」
「
・
・
・
秋
の
夕
暮
」

あ
め

か

ぐ

し

よ

ご

と

倒
置
法
主
語
と
述
語
な
ど
の
順
序
を
逆
に
叙
述
す
る
技
法
。

と

う

ち

ほ

う

例

「
語
り
継
ぎ

言
ひ
継
ぎ
行
か
む

不
尽
の
高
嶺
は
」

擬
人
法
人
で
な
い
物
を
人
の
よ
う
に
表
現
し
、
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
。

ぎ

じ

ん

ほ

う

例

「
花
さ
そ
ふ
・
・
・
」
の
歌

縁
語
一
つ
の
言
葉
に
縁
の
あ
る
語
を
使
う
。

え

ん

ご

例

「
玉
の
緒
よ
…
」
の
歌

「
緒
」
に
関
連
す
る
「
絶
え
・
な
が
ら
・
よ
わ
り
」

本
歌
取
り
す
で
に
あ
る
古
歌
（
本
歌
）
の
語
句
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
る
技
法

ほ

ん

か

ど

り

例

「
花
さ
そ
ふ
・
・
・
」
「
見
わ
た
せ
ば
・
・
・
」
の
歌
。

係
り
結
び
の
法
則
「
ぞ
・
な
む
・
や
・
か
・
こ
そ
」
が
来
れ
ば
、
文

末
が
変
わ
る
。


